
介
護
保
険
制
度
は
、
事
業
計

画
を
三
年
毎
に
見
直
す
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

二
月
五
日
、
保
健
福
祉
委
員

会
に
報
告
さ
れ
た
第
二
期
港
区

介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）
に

よ
る
と
、
第
三
段
階
で
現
行
三

〇
五
〇
円
の
保
険
料
を
三
二
五

〇
円
に
引
上
げ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
（
各
段
階
毎
の
保
険
料

は
別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
）

委
員
会
で
風
見
区
議
は
、
医
療

の
値
上
げ
、
年
金
の
切
下
げ
計

画
な
ど
の
中
で
、
保
険
料
の
引

上
げ
は
と
ん
で
も
な
い
。
値
上

げ
計
画
は
再
検
討
す
る
よ
う
強

く
要
求
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
の
根
本
的
な

問
題
点
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
保
険
料

に
は
ね
か
え
る
こ
と
で
す
。

給
付
総
額
の
負
担
割
合
は
、

国
が
二
分
の
一
、
東
京
都
と
港

区
が
そ
れ
ぞ
れ
四
分
の
一
、
第

一
号
被
保
険
者
（
六
五
才
以
上

の
方
）
十
七
％
、
第
二
号
被
保

険
者
（
四
〇
才
～
～
六
四
才
）

三
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
期
（
二
〇
〇
〇
年
度
～

二
〇
〇
二
年
度
）
の
給
付
総
額

が
約
一
九
六
億
円
で
し
た
が
、

第
二
期
計
画
（
二
〇
〇
三
年
度

～
二
〇
〇
五
年
度
）
で
は
、
高

齢
者
人
口
も
増
え
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
量
も
増
え
る
こ
と
か
ら
給

付
総
額
は
約
二
三
六
億
円
と
予

測
さ
れ
る
た
め
、
国
や
都
、
港

区
の
負
担
割
合
を
増
や
さ
な
け

れ
ば
、
保
険
料
が
引
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

党
区
議
団
は
、
被
保
険
者
の

保
険
料
を
こ
れ
以
上
引
上
げ
な

い
よ
う
、
国
や
都
、
港
区
の
負

担
割
合
を
増
や
す
よ
う
要
求
し

て
い
ま
す
。

広
聴
ハ
ガ
キ
や
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
な
ど
で
、
介
護
保
険
料
の

「
引
上
げ
は
や
め
よ
」
の
声
を

集
中
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
党

区
議
団
に
ご
意
見
を
寄
せ
て
く

だ
さ
い
。
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国際興業が港区と交換した浜松町二丁目運動広場

国際興業が民都機構に１７８億円（推定）で譲渡

｢

引
上
げ
や
め
よ｣
の
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う

国
際
興
業
は
、
所
有
し
て
い
る
芝

公
園
内
用
地
と
港
区
所
有
の
浜
松
町

二
丁
目
運
動
広
場
と
の
交
換
を
申
し

入
れ
、
港
区
も
こ
れ
に
応
え
区
民
の

反
対
の
声
を
無
視
し
て
、
二
〇
〇
二

年
三
月
四
日
に
土
地
交
換
を
強
行
し

ま
し
た
。

国
際
興
業
は
、
取
得
し
た
浜
松
町

用
地
を
二
〇
〇
二
年
三
月
二
十
日
に

民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
に
一
七
八

億
円
（
推
定
）
で
譲
渡
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
二
〇
〇
二
年
三
月
四
日
に

締
結
し
た
契
約
書
で
は
、
取
得
し
た

土
地
は
一
〇
年
間
「
売
買
、
贈
与
、

交
換
」
し
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
契
約
前
の
二
月
二

六
日
に
・
民
都
機
構
か
ら
港
区
に
対

し
、
国
際
興
業
か
ら
「
（
民
都
へ
の
）

土
地
の
譲
渡
及
び
（
民
都
か
ら
）
国

際
興
業
に
譲
渡
を
承
諾
い
た
だ
き
た

い
旨
」
の
照
会
が
あ
り
、
港
区
は
同

日
「
承
諾
す
る
旨
」
回
答
し
た
の
で

す
。「

交
換
」
時
、
浜
二
用
地
の
土
地

価
格
は
二
一
九
億
円
。
国
際
興
業
は
、

土
地
価
格
の
差
金
と
し
て
四
一
億
円

を
港
区
に
払
い
ま
し
た
。
同
じ
価
格

で
民
都
に
譲
渡
し
た
と
す
れ
ば
、
交

換
・
転
売
で
一
七
八
億
円
の
資
金
を

調
達
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
上
、
国
際
興
業
は
、
民
都
機

構
か
ら
土
地
の
運
用
を
任
さ
れ
、
駐

車
場
と
し
て
パ
ー
ク
２
４
に
運
用
し

て
も
ら
い
、
手
数
料
を
稼
ぐ
と
い
う

こ
と
ま
で
や
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
知
っ
た
区
民
か
ら
「
ま
っ

た
く
で
た
ら
め
な
話
だ
。
国
際
興
業

が
ボ
ロ
も
う
け
で
き
る
仕
組
み
に
港

区
も
関
与
し
た
と
い
わ
れ
て
も
仕
方

な
い
」
と
怒
り
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

昨
年
の
議
会
で
土
地
「
交
換
」
が

提
案
さ
れ
た
と
き
、
党
区
議
団
は
、

「
交
換
」
の
内
容
を
区
民
に
知
ら
せ
、

区
民
の
声
を
十
分
聞
い
て
慎
重
に
対

処
す
る
べ
き
で
、
「
安
易
に
交
換
す

べ
き
で
な
い
」
と
反
対
し
ま
し
た
。

他
会
派
（
自
民
・
区
民
ク
ラ
ブ
・
公

明
・
維
新
の
会
・
か
が
や
き
）
は
交

換
を
容
認
し
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
予
算
議
会
で
全
容

の
解
明
を
求
め
る
準
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
ど
う
お
考

え
で
す
か
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
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住
民
の
み
な
さ
ん
と
日
本
共

産
党
が
運
動
を
す
す
め
、
広
域

避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

青
山
墓
地
へ
の
避
難
階
段
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
外
苑
西
通
り
の
中

央
分
離
帯
の
整
備
の
際
、
柵
が

つ
く
ら
れ
、
避
難
階
段
へ
の
避

難
路
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

住
民
か
ら
の
相

談
を
受
け
た
風
見

区
議
は
、
昨
年
の

決
算
特
別
委
員
会

で
、
青
山
墓
地
へ

の
避
難
の
際
、
中

央
分
離
帯
に
柵
が

あ
っ
て
、
避
難
階

段
へ
の
避
難
が
困

難
に
な
っ
て
い
る

こ

と

を

示

し

、

「
避
難
階
段
に
面

す
る
中
央
分
離
帯

の
柵
を
改
善
す
る

よ
う
、
東
京
都
に

強
く
要
請
す
る
よ

う
」
質
問
し
ま
し

た
。
防
災
課
長
は
「
避
難
経
路

を
確
保
す
る
た
め
東
京
都
へ
改

善
策
を
要
求
す
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

港
区
か
ら
東
京
都
に
改
善
要

求
を
し
た
結
果
、
西
麻
布
側
か

ら
の
避
難
階
段
に
面
し
た
中
央

分
離
帯
の
柵
は
、
片
側
の
上
下

二
本
の
ボ
ル
ト
を
抜
く
と
開
閉

す
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
ど
の
柵
が
開
閉
す
る

の
が
一
目
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

色
を
変
え
る
な
ど
の
改
善
を
要

求
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
青

山
四
丁
目
側
の
避
難
階
段
は
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
が
固
定
式
で
あ
り
避

難
し
ず
ら
い
こ
と
。
西
麻
布
二

丁
目
バ
ス
停
付
近
の
避
難
階
段

へ
の
避
難
は
、
中
央
分
離
帯
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
あ
り
困
難
な

こ
と
か
ら
、
大
至
急
改
善
す
る

よ
う
防
災
課
長
と
も
相
談
し
、

東
京
都
に
要
請
し
て
い
ま
す
。

外
苑
東
通
り
の

青
山
一
丁
目
交
差

点
か
ら
信
濃
町
ま

で
の
歩
道
が
暗
く
、
夜
に
な
る

と
女
性
の
ひ
と
り
歩
き
は
心
配

で
す
。

北

一

団

地

に

お

住

ま

い

の

方

か

ら

、

風

見

区

議

に

「

歩

道

側

に

街

路

灯

を

設

置

で

き

な

い

の

か

」

と

の

相

談

が

寄

せ

ら

れ

ま

し
た
。

風

見

区

議

は
、

早

速

現

地

を

調

査

し

、

十

月

四

日

に

開

か

れ

た

決

算

特

別

委

員

会
で
「
外
苑
東
通
り
の
青
山
一

丁
目
か
ら
信
濃
町
ま
で
の
歩
道

は
、
青
山
中
学
校
や
外
苑
沿
い

で
大
変
暗
く
、
夜
間
は
歩
き
づ

ら
い
場
所
で
す
。
安
心
し
て
歩

け
る
歩
道
に
す
る
た
め
、
東
京

都
に
街
路
灯
の
設
置
を
要
請
」

す
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

港
区
か
ら
東
京
都
に
要
請
し

た
結
果
、
青
山
一
丁
目
交
差
点

か
ら
青
山
中
学
校
ま
で
の
歩
道

側
に
四
基
の
街
路
灯
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

青
山
中
学
校
か
ら
先
に
つ
い

て
は
、
東
京
都
の
二
〇
〇
三
年

度
予
算
（
案
）
に
整
備
費
が
計

上
さ
れ
る
予
定
で
す
。

風見利男日本共産党港区議会議員 区政とあなたを結ぶ タウンネットワーク （日本共産党港区議員団発行） 連絡先:3405-9294・3578-2945 2003年2月

青山一丁目交差点から青山中
学校までの歩道が明るく

避
難
階
段
へ
の
中
央
分
離
帯
の
柵
が
開
く
よ
う
に
改
善

南
山
小
学
校
の
体
育
館
の
一

階
に
あ
る
多
目
的
ホ
ー
ル
を
活

用
し
た
学
童
ク
ラ
ブ
が
四
月
一

日
か
ら
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
み
な
さ

ん
の
運
動
と
党
区
議
団
の
議
会

で
の
質
問
が
実
っ
た
も
の
で
す
。

昨
年
十
一
月
議
会
に
「
麻
布

地
域
に
児
童
館
・
学
童
ク
ラ
ブ

の
設
置
を
求
め
る
請
願
」
（
代

表
者
・
井
上
幸
路
さ
ん
、
署
名

四
四
五
名
）
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
代
表
者
は
「
六
本
木
・
麻

布
地
域
に
は
児
童
館
や
学
童
ク

ラ
ブ
が
な
く
困
っ
て
い
ま
す
。

西
麻
布
児
童
館
に
は
、
交
通
量

の
多
い
大
き
な
道
路
を
一
人
で

渡
ら
せ
る
の
は
大
変
不
安
で
す
。

す
ぐ
に
施
設
が
で
き
な
け
れ
ば

仮
設
で
も
学
童
ク
ラ
ブ
を
つ
く
っ

て
く
だ
さ
い
」
切
実
に
訴
え
ま

し
た
。
風
見
委
員
は
、
請
願
を

採
択
す
る
よ
う
主
張
し
ま
し
た

が
、
自
民
、
区
民
ク
ラ
ブ
、
公

明
な
ど
多
数
で
継
続
に
し
ま
し

た
。保

健
福
祉
委
員
会
の
中
で
、

風
見
区
議
は
「
一
六
年
前
か
ら

こ
の
地
域
に
児
童
館
や
学
童
ク

ラ
ブ
を
つ
く
る
と
計
画
し
な
が

ら
、
い
ま
ま
で
放
置
し
て
き
た
」

と
そ
の
責
任
を
指
摘
し
、
学
校

の
空
き
教
室
な
ど
を
利
用
し
、

四
月
か
ら
の
開
設
を
求
め
ま
し

た
。
質
疑
の
中
で
、
緊
急
に
設

置
す
る
必
要
性
を
区
に
認
め
さ

せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
育
て

推
進
課
と
教
育
委
員
会
、
南
山

小
学
校
と
の
協
議
が
す
す
み
実

現
し
た
も
の
で
す
。

麻
布
地
域
に
学
童
ク
ラ
ブ
が
オ
ー
プ
ン

南
山
小
学
校
の
多
目
的
ホ
ー
ル
を
利
用

二
月
二
七
日
か
ら
二
十
日
間

の
予
定
で
二
〇
〇
三
年
第
一
回

定
例
区
議
会
が
開
か
れ
ま
す
。

今
議
会
は
、
二
〇
〇
三
年
度
予

算
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

七
名
の
日
本
共
産
党
区
議
団

は
、
日
頃
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
て
い
る
要
望
の
実

現
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

二
八
日
に
は
、
風
見
区
議
が

本
会
議
で
区
長
な
ど
に
質
問
し

ま
す
。
傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
党
区
議
団
が
提
案
し

た
「
入
学
準
備
金
条
例
」
、

「
重
度
要
介
護
高
齢
者
手
当
条

例
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

二
月
二
七
日
か
ら
予
算
議
会
が
開
か
れ
ま
す

七
名
の
党
区
議
団
、
区
民
要
求
実
現
に
が
ん
ば
り
ま
す


